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黙れば石が叫ぶ（ルカ19:28-40）
今、世の中では様々なテーマを取り上げて扱い騒いでいます。あらゆるところで紛争が絶えないので世界平和がテーマに取り上げられる場合もあるし、環境汚染の問題が深刻なので環境保存が大きなテーマにもなります。それは国を超えて手を組み解決に向かって頑張るテーマになっています。また人権をテーマに取り上げてそのための様々な団体も立ち上がったりもしています。それから、個人的にもいろいろなテーマがその人の人生の中のテーマとして抱えて悩んだり頑張ったり努力したりしているでしょう。そのひとつひとつがすべて大事なテーマであることに間違いありません。でも、クリスチャンの私たちがそのようなことにこれっぽっちも惑わされないでしっかりと覚えていないといけないのは、聖書は、つまり、神様は最初から最後まで一貫してこの地球のテーマ、人生のテーマ、人類のテーマは救いであると語っていらっしゃるし宣言しておられるということを忘れてはいけません。世界的にも個人的にもいろいろなテーマが大事なものでしょう。けれども、聖書はそれをテーマと言わないで、創世記のはじめからこの聖書が終わる最後まで貫いています。テーマはひとつしかありません。人が神のかたちに造られた、人が救われない限りは何もありません。救いがテーマです。環境保存がテーマではなく救いです。貧しい人々がお腹が満腹になることは大切でしょうが聖書はそれをテーマとして取り上げていません。それはもちろん、教会が後々、やらないといけないことでしょうけれども、聖書が私たちに語っている、また強調しているテーマはいろいろなテーマではなく唯一ひとつだけです。人類の救い、人間の救い、それが最高のテーマであり、最大のテーマであり、唯一のテーマであると聖書は教えているし、これにはこれっぽっちも紛らわしいことなどはありません。
今日の聖書を見ると、その最大の唯一のテーマである救いのために来られた救い主メシヤ、キリストとなる方がその救いのためにエルサレムの町に入ろうとしていたときのことです。そのときにイエス様はだれも乗ったことのないロバの子、白馬ではなく立派な馬ではなく馬車でもなくロバの子を連れてくるようにし、そのロバの子に乗って入りました。とりあえず、そういった乗り物に乗っていくと言うのが王様のしるしなので乗りましたが、普通の他のそこら辺の王様が乗るのとは違います。そこら辺の世の中の王様とは最初から違う真の王様ですから。でも、王様は王様なのでなにか乗り物に乗らないといけません。ロバの子を見たことがありますか。ものすごくみっともないのです。馬でもないし小さい形も馬が変形しているような形で、しかもだれも乗ったことがないから一番幼いロバではないでしょうか。たぶん、人が乗れるようなものではないかもしれません。それに乗って入りました。弟子たちもイエス様に従っていた大勢の群集もおかしいなと思ったかもしれません。でも、とりあえずという感じだと思います。本当は馬の上に立派な鞍を載せてその上に乗るべきなのに、自分の上着をそこに敷いていました。それから、ロバが歩く道に自分たちの上着を敷きました。本当は絨毯でしょう。そのような感じで入りました。とりあえず、とにかく、王様のかたち、格好はある程度満たしたという感じで入っていきました。そこの群集や弟子たちもどういうことなのかよくわからないけれども、今まで見た様々なことがあるのでこの方こそ本当にイスラエルのための私たちの王様なのだということはなんとなくわかっていました。中身の内容はまったく違います。それで、彼らはロバに乗っているイエス様が、彼らが王と思っている方が歩いてエルサレムに向かっているときに大きな声で神を賛美しながら言いました。「祝福あれ。主の御名によって来られる王に。天には平和。栄光は、いと高き所に」どれほど意味が分かって言ったのかはわかりませんが、この言葉自体はぴったり合っています。大きな声で。そのとき、それを聞いていたパリサイ人がイエス様に向かって「彼らは今間違いをしています。彼らはだめです。叱ってください」と懇願したときにイエス様が最後におっしゃった言葉です。イエス様は彼らがこのように言っているのが、彼らがイエス様のことを本当に正しく分かって叫んでいるとは思っていません。でも、内容は今地球が人類が叫ばないといけない最大のテーマだったので、パリサイ人が「彼らを叱ってください」と言ったときにこのようにおっしゃいました。「もし、この人たちが黙れば石が叫びます」と。これは絶対的な叫びです。救いが最大の最高のテーマに違いないでしょうか。そうならば、その救い主が来られたとなればこれもあれも全部後回しにしてその救い主を、すべてをオープンしすべてを投げ出しハレルヤ、ウエルカムというのが筋で当たり前でしょう。それが地球に必要なことであり、人類に必要なことであり、それが神様のテーマであり私たちひとりひとりのテーマでもあるのです。世界平和ではありません。救いのために神様が約束されて来られた救い主メシヤ、キリスト、本当にイエス様がメシヤ、キリストであればそのイエス様に向かって形がどのような形であれ、他のテーマはすべて抑えられ「イエス、あなたはキリストです。イエス様ほめたたえます。イエスの御名を崇めます。イエスはキリストです」とこれっぽっちも迷わないで、今まで引っかかっていた様々なことを全部ふり払って一点に絞り「イエス、あなたは神の栄光です。あなたをほめたたえます」とキリストであるイエスに向かって叫ぶこと、言葉を変えるとそのイエスをキリスト、真の王様として救い主として心から認め、心を全部オープンにして歓迎しお迎えするということが地球のテーマです。今でもこの地球が終わるときまでこれがテーマです。ぜひ覚えていてください。それと私の人生と関係ないと思っていらっしゃる方は、人生がいつまでたってもぐちゃぐちゃ噛みあわないままギクシャクするようになるでしょう。ある方の言葉によりますと、それと自分が関係ない場合は地球にいる必要がないので地球を離れなさいとおっしゃる方もいますが、会社に行っているのか、学生で勉強しているのか、なにをどのようなことをしているのかなど関係なく、すべてのテーマは、地球がイエス・キリストに向かって叫ぶことです。それがどれほど絶対的なテーマなのかというと、もしそれが無ければ石でも叫ぶでしょう。石でも叫ばないといけません。イエス様のことを救い主として認めて、イエス様を賛美しほめたたえ、イエス様のことを告白しハレルヤと賛美をすることは絶対的なテーマです。もし私たちクリスチャンがそのことに心から気づいているのであれば変わるでしょう。また世の中を見る目も変わるし、ニュースを見る目も変わるし、皆さんの周りのひとりひとり人々を見る目も変わるでしょう。また皆さんの今までの過去、それがいまだに心、感情に刻印されていて皆さんの信仰を妨げ邪魔し、皆さんがクリスチャンとして輝き、本当にオーラが見えるような人生を歩くべきなのに、それを邪魔するような過去の傷などは全部消え去って過去を見る目も変わるでしょう。それをテーマに取り上げるようになれば。今日ぜひ約束として心に留めてください。地球のテーマ、この人類のテーマは救い主として来られたイエス、そのイエスを真心から歓迎し自分のすべてを後回しに積極的にその御名をほめたたえることです。そういう意味で皆さんは今イエス・キリストを信じていらっしゃる方だと思いますし、もし教会に来て礼拝を捧げていてもイエス・キリストをそのように信じていない方々は、今日のメッセージを聞いて本当に心をすべてオープンしイエスを叫んでください。イエス・キリストを信じていただきたいと思います。

それから、信じていらっしゃる方々はそれがどれほどのテーマなのか、皆さんがどれほど奇跡的な人生であり、祝福な存在なのかということをもう一度確認し、皆さんの考え方を改めていただきたいと思います。いろいろな問題があると思います。いろいろな弱さもそのまま抱えていると思います。いろいろな課題もあるでしょう。それにもかかわらず皆さんはそれに振り回されないで「私は幸いな者なのだ。私は奇跡の主人公だ」とイエスに向かって叫んだのです。そして、これからも皆さんが信じて耳にしていたイエス・キリストという言葉、その方は今生きていらっしゃいます。万軍の主です。この歴史を動かしています。なんのためですか。世界の果てまでイエスに向かって「ハレルヤ。イエスよ」と叫ぶことのために今も地球を動かしていらっしゃいます。それしかテーマがないから、それしか救いの道はありませんので。なんと幸いでしょう。先にイエス様のことを叫んで告白することができたというのは。ですから、毎日毎日なにもかもあとにしてイエスを心から叫ぶ、喜んで叫びましょう。彼らは今中身をよくわかっていないのですがイエスに向かって思いきり「いと高き所に栄光が。天には平和が。主の御名によって来られる真の王様、祝福あれ」と叫んでいます。そのイエス様が皆さんといつまでも永遠にいらっしゃるわけですから毎日毎日やってみてください。それがテーマです。病気の方はいらっしゃるでしょうか。病気がいつどう治るのか、それがテーマに思うでしょうがそれは神様がなさいます。その方々はイエスに向かって心を開いて叫んでください。家庭の問題、家族の問題、事業の問題で悩んでいらっしゃる方がいますでしょうか。なにをすればよいのでしょうか。テーマはなんでしょう。イエスが皆さんと一緒にいらっしゃるのでしょうか。もしそうでない方は心を開いてイエスをウエルカム歓迎しないといけません。受け入れと言うのは受付とは違います。「送迎する」とか「迎賓館」の『迎』という文字があります。VIPが来たときに最大の待遇をしながら心から喜んでお迎えする、ウエルカムということが受け入れるという意味です。もし救いが本当にテーマであってその救い主が救いの唯一の鍵、希望になる方がいらっしゃるのであればVIPでしょう、どのように受け入れればよいでしょうか。彼らのように上着を敷いて精一杯でしょうが心を高らかにし「イエスよ、ウエルカム。あなたは私のために十字架にかけられました。あなたは私の罪を全部清めました。あなたは私の人生の暗闇、傷、苦しみ、すべてを十字架で全部なくしました。あなたは私の救い主です。私にはあなたが絶対的に必要です。よくいらっしゃいました。ようこそいらっしゃいました。イエス様、私の中に入ってください。私の人生の中に入ってください。おいでになってください」これらを信じると言います。それはこちらからの様々なパフォーマンスや努力やなにかの行いが必要だと言うレベルの話ではありません。信仰によってなのですがその信仰が彼らのように、どれほど絶対的なテーマなのかということを今日覚えていてください。もし私たちがイエス様のことをウエルカムと言わなければ石でもやらないといけません。それほど地球のテーマなのです。石が叫ぶことができるのでしょうか。神様がなさればそこに録音機を入れるかどうかわかりませんが、叫べるようになるでしょう。旧約の聖書を見ればロバもしゃべるようになったので。それほどこれは切羽詰っている絶対的なテーマです。だいたいクリスチャンは必ず祝福されるはずであるし、その祝福の最高のかたちはなにかと言うと、みなさんと関わっている人々、皆さんが今置かれている現場が必ず暗やみの偶像の文化が打ち砕かれて神の国が臨まれ、神が望まれる文化に変えられるほど祝福されるはずなのです。それは皆さんの能力とは関係ありません。それをクリスチャンと言います。それなのにそうでないというのはイエスさまを信じることに対してのニュアンスがまったく違うのです。「信じてみようかな」とか「信じてあげようかな」とか「本当にこれ信じていいのか」という中途半端な気持ちです。イエス様を信じるのはそういうことではありません。「家族の平和のために一緒に行ってあげようか」ということももちろんありえます。ありがたいことです。でも、そこに留まっていてはいけません。そう思っていらっしゃる、迷っている方々の人生のテーマも救いです。救われない限りはまったく虚しいです。その救い主がイエス・キリストです。それならばイエス・キリストが皆さんの人生の、心のドアを叩いていらっしゃるのであれば、その叩き方と言うのは人によって様々です。ときには癌によって叩く場合もあるし、事業に失敗して叩く場合もあるし、振り向いてみるとその辛いことがすべてありがたいことに変わらないといけません。それに対してなにかの情念を持っていたり、復讐の思いを持っていてはいけません。それで良かったのです。最高のテーマに預かるようになったので、そのような失敗がなかったら、その病気がなかったら、人生最大のテーマ、それがなければ、それをクリアしなければすべてが虚しくなってしまう、そのイエスを救い主として見て信じることができなかったのではないでしょうか。イエス様を信じることより大きなことはありません。そのことを心から感謝してください。イエス様を信じるということがどういうことなのかに対して、なにかややこしい様々なことが分かっていないから、足りないからと思うかもしれませんがまったくそうではありません。イエス様に対してのインパクトがないのです。正しいですか。インパクト。「うわー」と力を入れるのではなくインパクトがないのです。インパクトがないとボールも飛びません。どんなに力を力んで入れても。皆さん、イエス様をどのように思っていらっしゃるのですか。イエス様の前でどのような姿勢で、どのような思いで進んで向かうのでしょうか。それがすべてです。イエス・キリストです。イエスは救い主です。イエス以外に救い主はありません。それならば畑の仕事をしていても、前にもお話したように結婚の予定だった、あるいは出産の予定だった、なにがなんでもすべてを全部無視して「イエス。イエス。あなたしかありません。イエスよ、お迎えします。イエスよ、来てください」と思いきり喜んで叫んでください。もしすべてを犠牲にされても「イエス、あなたが来られたのでそれで結構です」と。そのようにイエス様を信じることではないでしょうか。

私は今日の聖書の箇所を見ながらイエス様は彼らが叫んでいることはそんなにうれしくありません。彼らは結局全部逃げちゃう者です。イエス様が本当にキリストだという中身、内容をわかっていません。ただ彼らの肉体的な物理的な苦しみをどうにかしてくれる王様としてお迎えして、それでもこのように叫んでいたのですが、文字が正しいです。人類が叫ぶべきテーマだったのです。人類が叫ばないといけないセリフです。だから、そのセリフを取って黙らせようとしていたパリサイ人に向かって「もし、これを叫ばない限りは地球が存在する理由がない。日が昇って日が沈み、風が吹いて来て春が来て夏があって、また赤ちゃんが生まれ年をとって、ご飯を食べて給料をもらって技術が発展するといったすべてが意味がないので、もう地球は終わりなのだ」という話です。ですから、彼らがもし黙っていれば石でも叫ばないといけない、それが地球のテーマなのだからとおっしゃったことなのです。イエス様を歓迎し救い主として心から告白し「イエス様。ようこそいらっしゃいました。イエス様。来てください」ということがどれほどの絶対的なテーマなのかということを皆さん自分自身に問いかけてよく考えてみてください。そうすると病気も癒され人生変わります。教会に長年通っていても、もちろん神様の恵みによっていろいろな時刻表というものがありますが、神様は待っていらっしゃいます。心からこれっぽっちも迷わないで、これっぽっちも引っかかることなく「イエスよ、来てください。イエスよ、あなたを愛します。あなたは私の救い主です。私の人生のすべての問題をあなたはご自分のいのちを捨てて解決してくださった方です。私は自分で自分の人生を生きることはできません。自分の人生はこのままでは虚しく終わり滅びるしかありません。イエス、あなたしかありません。あなたが私の希望です。イエス様、あなたが私の光です。私の人生のいのちです」と告白していらっしゃるのでしょうか。そうでない方々はこれを無理やりではありません。ただイエス様が十字架にかけられるまではそれもなかなか難しかったです。イエス様が十字架にかけられて勝利されよみがえられて、今天にいらっしゃいますがそのときからはその告白が全世界中から湧き上がるような時代を開いてくださいました。それで私たちもイエス様を告白できるのです。もしアブラハムの時代だったらアブラハムひとりくらいでしょうか。今は恵みのとき、今は救いのときです。イエス様が十字架のみわざをもって全世界にこの叫び声が湧き上がるようにしていらっしゃるのでその告白ができるはずです。選ばれた人であれば。だから、思いきりイエス様に対して信仰告白のときにしていただきたいと思います。いろいろな疑問があるでしょうか。いろいろな問題があるのでしょうか。問題ありません。疑問でもありません。皆さんがイエス様をこのように心から、もし黙れば石でも叫ぶでしょうという感じでイエス様のことを叫んでいらっしゃらないから、様々なことが全部問題に変わるのです。神様はものすごくシンプルで完全な方なのでイエス・キリストこの方ひとりの上に皆さんの人生の永遠まで、また生まれる前からのすべてを全部そこに入れていらっしゃいます。それで他に苦労しないで、さまよわないでイエス・キリストに集中してください。イエス・キリストを握ると皆さん人生のすべてがそこに終わり、そこからあります。他のややこしい考え方は全部嘘です。神様はそんなにややこしい方ではありません。私たちが頭が悪いとよくご存知なので、ややこしく微分積分のようにはしていません。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われます。イエスの御名を呼ぶ者は幸いな者です。イエスの御名を呼ぶ者は軌跡の主人公です。天の御国はその人のものです。サタンの働きのポイントはイエスのこと隠す、またイエスのことをこのように思いきりイエスにぶつかることを邪魔します。今まで学んできた知識、経験した内容、過去のいろいろな経験や心の傷など様々なことをとおして、あるいは今聖書に書いてあるように今忙しいこと、今バタバタしていること、今目の前にあるいろいろなことによってイエスに思い切りぶつかることを邪魔します。いろいろな口実、言い訳を取り上げて。それはすべて間違いです。イエスを叫ぶことがテーマです。もし皆さんが叫ばないと、たぶん、皆さんの歩いている道端、あるいは盆栽の石などが叫ぶかもしれません。それほどのテーマとして思っていらっしゃるのでしょうか。朝起きたら他のことを考えないで、とにかく「イエスよ、あなたは私の救い主です」と叫んでください。当時の状況はそうできましたが、周りに人がいるから大きな声というのは常識的に調整し、心からの叫び、迷わない叫び「あなたは私を地獄から暗闇の滅びの泥沼から引き上げて光の世界に、神の子どもに永遠の天国に、幸せの国へ私を変えて移してくださいました」と叫んでください。そのことを思いきりなぜ告白できないのでしょうか。イエス様はそのことが可能であり、そのことを実際なさった方なのにイエスを認めないのです。教会に通っているクリスチャンがイエス様のことを認めないと石が叫ぶでしょう。石が叫ばないように皆さんが叫んでください。
本来、準備したメッセージがありますが序論の方でこんなに時間を使ってしまいました。「自分ではなく神様が聖霊様が私を完全に捕えて神様がなさりたいことを為してください」と祈ったので、たぶんそうなったと思います。救いが皆さんが考えているそのくらいではありません。最大の絶対的なテーマです。ですから、唯一の救い主キリストに思い切りぶつかること、邪魔されないですべての理由を後回しにしてぶつかることそれがテーマです。地球のテーマです。皆さんが先にその祝福に預かったのでこれからは皆さんの人生においてテーマはなんでしょうか。皆さんの行く所々に、いるところで、まだその叫びのない人々に同じ叫び声が出てくるようにするのが仕事をしている理由、勉強をしている理由、その地域に住む理由なのです。ときには事故に遭った理由、病気になった理由がいまだにこの叫び声ができていない人々が叫ぶように、それ以外にはテーマがありません。それでその祝福を経験した者はアフリカの人も叫ばないといけません。アフリカはなぜあんなにひどい状態でしょうか。皆、いろいろな理由を取り上げます。イエスを叫んでいないからです。イエスに思い切りぶつかっていないからです。イエスにぶつかっていないので他のものが大きくなって他のものに引っ張られてしまうのです。他のいろいろなことに。そうすると眠くなります。人生が眠くなります。無気力になります。前にもお話したように、分厚い旧約の聖書のテーマは人は神の救い以外にはまったく希望がないという話です。そして、四福音書の内容はその救いの約束の主、キリストが来られた、だからグッドニュースなのです。真っ暗な中に大きな星が現れたように来たということがテーマです。その方が来られて救いを完成された、十字架にかけられてよみがえられることによって、もうすっきりと終わらせたというのが福音書の内容です。それから、使徒の働きは、初代教会の話は時代が変わるのでこれからは思いきりバンバン、イエスにぶつかる、その時代がこれから開かれる。いつまででしょうか。地球の終わりまで。それで世界の福音化を命じられたのです。世界の福音化を命じられたというよりは世界の福音化の時代が開かれたということです。ひとりひとりがイエスに思い切りぶつかった者はその人の人生、その人自身が世界福音化の主役、主人公としてしっかり立たせられるようになるという時代です。私たちは他のことはありません。もし、イエス様のお話をしたのにまったく聞いてくれない、それはまたあとで時刻表があると思ってください。でも覚えていてください。必ずイエスに思い切りぶつかるたましいが必ずいます。今はそのような時代だからです。そのような人を探す頭、目をもって探していく、これが私たちの人生の生き方でありテーマです。そうすると、それに加えて事業も健康も与えられるよとおっしゃいました。それがテーマです。この現場にこの職場に必ずいます。皆さんの頭の中には皆さんがそのような信仰だったのかわかりませんが、「どうしてもイエス様を信じる人がいないだろう。この話を理解できるだろうか」と。イエス様も来られたときに「わたしは神の子だよ」と言ってもまったく理解できず石を持ってイエス様を殺そうとしました。でも、イエス様がお話をしてそれを信じる者がいました。サマリヤの人は信じました。それが四福音書の時代にたまたまではなく、使徒の働きから、イエス様がよみがえられたあとからはそれが世界に向かってバンバンそのような信仰の人が起こされるという時代の門を開かれたので、皆さんなりに「信じるとこれが理解できるか」ではなく思いきり「イエスがキリストです」とお話してみると、私たちがびっくりするほど「信じるか。まあ信じてあげようか」と言う人もいるでしょうが気にしないで、その中に必ず「イエス、あなたは本当に救い主ですね」と叫ぶ者が必ずいますので、その人が起こされればその人ひとりをとおして100人以上バンバン広がる時代です。火曜日の伝道学校のときになどにそのようなメッセージが出されるようになるでしょう。皆さんがどれほど祝福の時代に生きているのか覚えていてください。まず自分自身がイエス様のことを信じるようになった、これは奇跡です。だれも信じません。皆さん、イエスがキリストで神様ご自身で肉体をもって私たちの中に来られた、これが普通の人間が理解できるでしょうか。これが理解できるものを神様はたくさん用意していらっしゃる時代です。だから、皆さんの基準で制限しないで思いきりイエスがキリストであることを伝えてください。

その前に皆さん自分自身がイエス様を信じることに対して改めてください。「行いではないというから信じます」ではなく、本当に救い主であれば思いきりぶつかってください。避けないで文句など言わないで。それが皆さんが癒される、皆さんの人生が変わる秘密です。皆さんにはそのような資格があり、特権がすでに与えられている所属です。イエスを信じたのですから。博士も大統領も理解できない、イエスが神の御子キリストだと説明できなくても理解し心から信じられるようになったでしょう。それが奇跡です。それを軽んじないようにしてください。それを最大のテーマに取り上げて思い切りぶつかってください。人がもし救われなければ一生、だまされて人生を過ごすようになり最後は滅びるようになります。特に偶像が神だと思って、神でないものを神だと思って一生だまされて生きていくようになります。と同時に答えがない、答えが絶対に見つからないものなのに人生の答えを求めて、求めて死ぬときまでさまよい続ける人生を送るしかありません。救われなければ。聖書に書いてあるとおりに富があっても災いに遭い、知識があってもバベル塔のように崩れていく、どんなに努力して頑張ってもカインのように失敗して罪を犯すようになるしかありません。救われなければ。それが聖書のお話であり、人類の歴史です。救いを皆さんはどれほど大切なテーマにしていらっしゃるでしょうか。どれほど切羽詰ったテーマにしていらっしゃるのでしょうか。どんなに豊かになっても幸せになれません。どんなに勉強して知識が積まれていてもそれで幸せになることはできません。どんなに真面目に頑張ってもだからといって幸せになることはできません。救われない限りは。だから、救われない限りはだれでも、どんな状況でも真の幸せ、真の平安、安らぎ、真の希望などはひとつもありません。それが人の罪というものです。ですから、人類の一番急で優先すべきテーマは救い、つまり、神を離れた私たちが神様と出会い、そして、どうしようもない罪を解決してサタンの手から永遠に解き放たれて解放されること、これがテーマです。しかし、その救いの道は一本しかありません。人々や地球にあるもの、世の中のものではその祝福をもたらすことはできません。それで最初から神様は約束しました。一本しかないです。女の子孫から生まれて蛇の頭を踏み砕く。つまり、悪魔、サタンの頭を踏み砕く方が来られないといけない、そのことによってかかとに噛みつく、罪の解決のために尊い血潮を流すことによって、「わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしをとおしてでなければだれ一人父のみもとに来ることはありません」と神様とまた戻って出会うことができるいのちとなる、それがテーマでありその道は最初から約束されました。メシヤが来ることによって。キリストが来ることによってのみ救いはあると。それが歴史をとおして証明されました。だから。すべてキリストにフォーカスを合わせるように神様はプロデュースしていらっしゃるのです。救いが本当にテーマであれば、唯一の救いの約束キリストに絞られるしかないでしょう。そのキリストが来られたとなれば、それはビッグニュース、最高のグッドニュースになるしかありません。その来られたキリストがイエスです。イエスが本当に唯一の約束された救いの主、キリストだという証拠がずらりと紹介されています。海の上を歩いた、処女マリヤから生まれた、死んだ人を生き返らせた、その言葉の説教の内容すべてが世の中にはないものです。「なるほど。イエスがその唯一の道、救い主キリストその方です」と。それでイエスは偽りの王、サタンの頭を踏み砕いて救い主として来られたキリストであり、イエス様こそ真の王様である証拠として、イエス様がエルサレムに十字架にかかるために最後に入る時刻表だったのです。そのときにロバの子に乗って入りました。イエス様こそのキリストです。その王様です。ただ違うのは白馬や馬車ではなくロバの子でした。それはどういう意味でしょうか。普通の王様は権限を持っているでしょうけれども、このキリストの王様は救いのために来られる方ですから、救いのためにご自分のいのちを犠牲にして十字架にかかられないといけないので、他の王様とは違うという意味でロバの子に乗りました。今は救いのために王座に座って杖をふるのではなく、十字架に向かって行くのです。違います。世の中のどんなすごい王様でも手を出すことができない、解決できない私たちの真の救いのために来られた真の王様と言うしるしです。だから、ロバの子に乗ったというのは王様は王様ですが、よその王様とは違う、よその王様は私たちを救うことはでいません。大統領、総理大臣は私たちを救うことはできません。キリストだけです。キリストであるイエスだけです。それで、イエス様は王座に座るためではなく、まず十字架にかけられるためにエルサレムに向かって進んでいらっしゃったのです。ロバの子に乗って格好悪いですよね。それが言葉を全部変えますと十字架にかけられて救いを成し遂げられるために来られる王と言う意味です。ロバの子に乗って格好悪く行進していらっしゃるイエス。このイエスが救い主としてこの世に来られ十字架に向かって進んで行くならば、キリストが来られた、そのキリストがイエス様であれば、今まで序論で申し上げましたように地球最大のテーマはなんでしょう。国防省があり総理官邸がありホワイトハウスがありいろいろなものがあります。でも、映画やニュースで取り上げ叫んでいることではなく地球最大のテーマは、この真の王、救い主として来られたイエス様をほめたたえて歓迎することです。全人類に、全地球に向かって天の司令塔において神様はおっしゃっています。全地球、人類は準備しなさい。イエスをほめたたえてイエスを歓迎する準備をしなさいと。その手伝いを教会をとおしてなさることにしました。わかりますか。その感覚が大切です。先に私たちがそのイエスを心から受け入れるようになりました。受け入れた方は本当に幸いだと思います。それをちょっとだけ改めてください。それがインパクトになるように。ものすごく最高のテーマになるように。すべての理由を後回しにして心の中心からすべてを取り上げてイエスを歓迎するというのが天からの指令であり地球のテーマです。そのために今日も風が吹いているということを覚えていてください。そのような人を賢い人、知恵ある者と言います。そのような人を大人、物心がついたと言います。そうでなければ年や学歴に関係なく幼子、愚かなものと言います。わかりますか。心の中心からオープンにして来られたキリストであるイエス様を思いきりお迎えしてイエス様を告白しましょう。もしそうでなければ石が叫ぶようになる、そういうテーマです。つまり、絶対的なテーマです。このイエス・キリスト歓迎してお迎えしたときに疲れて重荷を負っている人生から荷を下ろすようになり、真の救いの祝福がその人に訪れてくるようになるでしょう。その人は変わります。その人生は変わります。暗闇から光に移されるようになります。死からいのちにうつるようになります。死と罪の原理から解放されるようになります。天の御国を所有するようになります。イエスを歓迎しただけなのに。それ以外にテーマはありません。イエスを歓迎したならば、そのあとは本当はテーマが終わったのでそれ以上はテーマはないから、大学院で博士の学位をとったらそれ以上はないからもう終わりです。だから、天国に行くべきなのに同じテーマです。まだイエス様を歓迎していない、それで石が叫んでいる、そういう人々がイエスを叫ぶようにするために残りの生涯が許されているのです。それだけです。それを軸にして皆さんのすべてを見つめ直して解釈していかないといけません。
　今日の説教のタイトルは「黙れば石が叫ぶ」にしました。それがなにを意味するのか。救い、キリスト、イエスを受け入れることがどれほど絶対的な、しかも個人のテーマであると同時に地球のテーマだということを約束として覚えていただきたいと思います。皆さんが本当に救いがなければ虚しい人生であり、救いの道はイエスしか、キリストしかいない。イエス様がそのキリストであって皆さんの心を叩いていらっしゃるのであれば、イエスは今も生きていらっしゃいます。そうならば、皆さん目をつぶってみてください。それで本当に心すべてを開いて、なにも迷わないで、躊躇しないで、中途半端な思いではなく、思い切りイエスにぶつかろうじゃありませんか。目をつぶってイエス様に叫んでみましょう。私が先に言いますのでついて本当にイエス様を歓迎していただきたいと思います。「イエス様、イエス様はキリストです。イエス様は私の救い、イエス様が私のすべての問題を解決しました。イエス様は救い主です。イエス様、私の中に入ってください。私の人生の中に入ってください。イエスはキリストです。」目を開けてください。もしイエスさまを信じると言いながらも「私は信じているのかどうかよくわからないな」と言う方々は真心からイエス様を歓迎してください。皆さんの中にお迎えしてください。イエスさまを信じていらっしゃる方々、自分は信じているのは間違いないと思っていらっしゃる方はイエス様を信じることが絶対的なテーマであることを覚えて、それがインパクトになるようにイエス様に告白しましょう。「本当に私の罪をすべて赦してくださいました。人生これからの問題も過去の問題もイエス様は十字架で私のすべてを全部解決してくださいました」と叫んでみてください。イエスを認めてください。それがテーマです。そこから新しいなにかが始まります。そのときまでは新しい歴史は始まりません。なぜでしょうか。それが地球のテーマだからです。つまり、イエス様を信じるというのは人生の飾りのようなものではありません。それが失敗の理由です。躊躇したり迷ったり、また中途半端に近づくということは愚かなことであり損することです。皆さんこれからいつでもどんなときでも一番先にイエス様をほめたたえてください。イエス様を認めつつ告白してからスタートする習慣を持ちましょう。体質的にそうなっていないので戦わないといけません。

　

　それから、なにがあってもこの最高のテーマをクリアしたものであれば、イエスを信じてイエスをお迎えしている者であれば皆さんは真の救いの祝福に預かった者です。だから、いつでもなにがあっても救いの確信を逃していてはいけません。「私は救われた。私は変わっている。なにを食べるか飲むか着るかというテーマから自由になったのだ。すべてが破壊されすべてを奪われすべてが崩れてもイエスによって私は大丈夫なのだ。神が喜ばれる方向に進むよ」と叫んでください。そうすると神様が違う勝利を与えられます。そのような勝利がない勝利はあとでまた崩れます。救いの確信を持ってください。2部の礼拝でこれをもっと細かく、私たちのアイデンティティがなんなのかということを細かく申し上げます。だから、よっぽどのことがなければ以前、数回、１部の礼拝と同じにしたのですが、１部と違うメッセージをしますので、できれば2部も残って聞いて行ってくださいね。そんなに丈夫で強いでしょうか。1週間1回聞いて大丈夫ですか。もちろんそれでも大丈夫にならないといけません。イエス・キリストはそのような方なので。でも体質というものがあります。救いの確信を持ってください。

　それで最後に「なるほど。世の中に私がいる理由。また今の現場に私が遣わされる理由は私が真の王様をお迎えすることによって私も王である祭司なのだ」ということを確認し、アイデンティティを確認し、現場征服の約束を握って祈り始めていただきたいと思います。私にはできません。そんなことはありません。必ずできます。今はそのような時代なのです。イエスが皆さんをとおして「私はできない」と思っている皆さんができることのために十字架にかけられ、よみがえられ、天の御座に座って聖霊を油のように注いでいらっしゃるわけですから、不信仰を捨ててアイデンティティを回復し、現場の王である祭司として立ってください。イエスが真の王様なので、皆さんが王であり祭司です。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　愛する天の父なる神様。今日の礼拝を心から感謝いたします。ロバの子に乗ってエルサレムに進んでいらっしゃいました真の王であるイエス様。そのイエス様がキリストですと喜んで思いきり賛美し叫ぶことが地球のテーマであることを教えられました。もしそれがなければ石を持ってでも叫ぶようにするという絶対的なテーマである感覚、そのインパクトをひとりひとりに与えてくださり、あらゆる引っかかっているもの全部ふり払って、イエスからスタートしイエスによる救いの確信と喜びをもって王である祭司の答えを味わうようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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